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原生林ガイドエコツアーが参加者におよぼす作用についての研究：
2014年初夏のツアーにおける参加者のストレス度と体調および気分
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The Effects of a Guided Eco-tour in a Primeval 
Forest on the Participants: 

Participant Stress Level, Physical Condition and Feelings 
during the Early Summer 2014 Tour

Yoshiro Hashimoto＊１　Kumiyo Tamai＊２　Masakuni Kimura＊３

Abstract
　In order to find out how an eco-tour in a primeval forest affects the stress 
levels, perceived physical condition and feelings of the participants, the authors 
implemented an experimental tour in Suigenchinomori, a primeval forest 
in Kawakami Village in Nara Prefecture. Results indicated changes in the 
participants’ stress levels and subjective physical condition through the course 
of the tour.
　The stress levels of the participants increased on average while their 
perceived physical condition and feelings became better during the tour as a 
whole. This means that the average perceived physical condition and feeling 
at the second and the third measuring points were better than at the first 
measuring point at the beginning of the tour. Examining the changes between 
the three measuring points in detail, for individuals, the following facts were 
found.
　（1） Between the first and second points, 12 participants out of 14 felt better. 
And one stayed at the highest point on the measuring scale. One participant felt 
worse. Physical condition also became better in 12 participants, worse in one, 
and stayed at the highest point of the scale in another.
　（2） Between the second and the third points, feelings became worse in 11 
participants and in the other three stayed at the same level. Physical condition 
became better in half of the participants and stayed at the same level in the 
other half.
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Ⅰ　はじめに：目的と背景および執筆順序
　奈良県吉野郡川上村の原生林「吉野川源流－水源地の森（以下、「水源地の森」と略
す）」１におけるエコツアーへの参加を中心活動とする大学生の「エコツアーと自然公園ガ
イド」についての研修がある。大阪国際大学人間科学部人間健康科学科がその専門科目と
して位置づけ、「森と水の源流館」２と協力し、2007年度から毎年１回の割合で実施してい
るものである。今年（2014年）の５月31日（土曜）から６月１日（日曜）には第８回の研修（林
野庁山林・山村多面的機能発揮対策交付金活用事業）が実施された。この研修についての
着想と企画・準備・初回と第２回の実施までの過程については橋本３が既出論文「『森の村』
のエコツアー研修の実践過程：着想から実施までの簡略な省察」で紹介している。この研
修を評価し、その改善をはかるための研究の一歩として、「水源地の森」（原生林）エコツアー
への参加体験と参加者のストレス度の変化との相互関係性を、唾液に含まれるアミラーゼ
の活性値をストレス度の指標として測定・活用することによってとらえるフィールド調査
方法を開発するための検討資料を収集するための、フィールドでのシミュレーション調査
を、2010年９月に実施した。その成果４をふまえて設計した調査方法により、今年（2014年）
に実施した上記の「エコツアーと自然公園ガイド」の研修の一環である「水源地の森」へ
のガイドエコツアーを調査対象ツアーと位置づけ、本研究を実施した。
　「水源地の森」をフィールドとした同種のフィール調査による先行研究業績として橋本・
玉井・木村５による「森林とかかわる活動が人間におよぼす作用についての研究：原生林
ガイドツアー参加者のストレス度と体調および気分」がある。類似研究としては、JATA

（社団法人日本旅行業協会）６が「旅と健康モニターツアー」と名づけた２泊３日の九州へ
の団体観光旅行を主催し、その参加者を調査対象として実施したものがある。同調査では、
旅行前と旅行中・旅行後の３つの時期に、採血と採尿・唾液検査・血圧・脳波測定・質問
紙調査をおこなっている。その報告と紹介記事７によると当該のツアーへの参加体験には、
健康にかかわる次のような効果がある。

①　  ストレスの低減効果について・・・ストレス時に放出される物質（コルチゾールやア
ドレナリンなど）の分泌量が、旅行初日から低下し、その効果が旅行後２日目まで持
続する。

②　  「癒し」の効果について・・・脳波測定で、脳の活動量をしめす脳電位の低下がみられ、
その一方でリラックス状態時に出現するα波が増加するなど、脳波が「癒し」の効果
をしめしている。

③　  幸福感や達成感を高める効果について・・・質問紙による心理検査によって、旅にで
ることで幸福感や達成感が高まり、旅行後もその高揚が数日つづくことが確認されて
いる。
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④　  ガン細胞の増殖や老化を抑える効果などについて・・・ガン細胞を抑えるNK細胞（ナ
チュラルキラー細胞）の活性や細胞のサビつき・肌の老化・動脈硬化などSOD活性（活
性酸素を取り除く酵素）を増加させ、その効果の旅行後の持続性もみられた。

　以下、「Ⅱ調査方法」、「Ⅲツアールートの概要と調査時の調査フィールドの状態」、「Ⅳ
調査フィールドにおける調査対象者の活動状況」「Ⅴ結果」「Ⅵ考察」の順で執筆する。

Ⅱ　調査方法

１　フィールド調査の時期
　2014年５月31日（土曜）10時20分より同日午後20時30分まで。

２　調査フィールドの位置および調査地点
　奈良県吉野郡吉野町と川上村の行政区域をながれる吉野川の源流の一つである三之公川
の渓流域から、吉野川の下流域に位置する近鉄大和上市駅までの、吉野川流域と宿泊地で
ある「匠の聚（たくみのむら）」８をフィールドとして調査を実施した。調査地点は次の３
点である。

　地点１．近鉄大和上市駅前から「森と水の源流館」へ移動中の貸切マイクロバスの車中。
　地点２．三之公の谷の入口の渓流にかかる丸太橋のたもと。
　地点３．「匠の聚」のセンター棟内のカフェのテーブルを囲む椅子席。
　（地点１から地点３の位置は、地図１に表示）

　なお、調査対象のエコツアーのフィールドである川上村と「水源地の森」の概況につい
ては橋本の2009年発表論文で紹介９している。

３　調査員とその役割
　調査員は次の３名である。

①　  玉井久実代（大阪国際大学教員）。唾液に含まれるα-アミラーゼの活性値の測定の実
施と測定時の被験者自身による気分と体調の自己評価についての指示と評価結果の記
録。調査フィールドでの被験者の活動についての観察と記録。

②　  橋本義郎（大阪国際大学教員）。α-アミラーゼの活性値の測定ならびに被験者自身に
よる気分と体調の自己評価の実施とその結果の記録についての事前指導と現地監督。
調査フィールドでの被験者の活動についての観察と記録の監督。測定実施時の現地の
気温と気圧の測定と記録。

③　  木村全邦（「森と水の源流館」職員）。調査対象のエコツアーにおける自然公園ガイド
としてのインタプリテーション。
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４　調査対象者
　調査対象者（被験者）の人数は14名で、その全員が、原生林でのエコツアー経験は今回
が初めてである。年齢は19歳から21歳で、大学の学年は、２年生が４人と３年生が６人、
４年生が４人。性別は、３年生の６人が女性で、残りの８名が男性である。

５　調査項目
項目１：唾液に含まれるα-アミラーゼの活性値（以下、《アミラーゼ値》と略す）
項目２：  体調についての１（最低）から10（最高）までの10段階での自己評価（以下、《体

調値》と略す）。
項目３：  気分についての１（最低）から10（最高）までの10段階での自己評価（以下、《気

分値》と略す）。
項目４：気温。考察のための補助資料とするために計測した。
項目５：気圧。考察のための補助資料とするために計測した。

６　調査対象値とその測定方法
アミラーゼ値の測定：  ニプロ株式会社製の酵素分析装置（唾液アミラーゼモニター）を用

いて、各被験者の唾液アミラーゼ値（唾液中のα-アミラーゼの活性
値）を順次測定した。唾液アミラーゼは刺激に対する交感神経興奮
状態の強さの目安になる指標10で、本研究ではストレス度の指標と
している。

体調値と気分値の測定：  アミラーゼ値の測定前に、各被験者が体調と気分の自己評価をし、
その結果を調査員（記録担当）に口頭報告した。

気温：アルコール温度計で観測した。
気圧：  気温の測定後に、Panasonic社の野外撮影用カメラDMC-FT３に内蔵された気圧計

で観測した。

７　作業仮設
　調査地点間で、①アミラーゼ値と②体調値および気分値が個人値および集団平均値の両
レベルで変化する（上がるまたは下がる）という作業仮説をたてた。

８　調査結果の整理の仕方
　検査結果は、調査地点間の個人値と集団平均値の変化が見やすいように表とグラフに
よって整理した。

Ⅲ　ツアールートの概要と調査時の調査フィールドの状態
　気象庁の調査値に一番近い観測地である上北山村のデータによると、当日の、最低気温
は摂氏16.5度、最高気温は摂氏30.0度、天候は晴れであった。降雨は観測されていない。
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　地点１の出発点（地図１の地点１）近鉄大和上市駅前は、民家やマンションなど人口構
造物が並び、車の出入りが比較的多い場所である。立ち寄り施設の「森と水の源流館」は
川上村の中心部にあり、民家なども立ち並ぶが、スギ、ヒノキを中心とした人工林の山林
に囲まれている。マイクロバスの車中からは、吉野川をさかのぼりながら、街から森への
景観の変化がある。
　地点２（地図１の地点２）の三之公の谷の入口（明神出合）の渓流にかかる丸太橋のた
もと付近の状況は、吉野川支流の三之公川の枝谷である明神谷を挟み、右岸がスギ、ヒノ
キが植林された人工林、左岸は原生状態をよく保った天然林を中心とする森林が構成され
ている。今回のルート（地図２に表示）である沢沿いでは、原生林部を代表する樹木として、
トチノキ、サワグルミ、シオジなどが見られる。
　なお、この左岸側の天然林は川上村が1999年度より約740ヘクタールを購入し、「吉野川
源流－水源地の森」と名付け、保全に努めている。普段は条例により、入山の制限を行い、
植生その他の保全を図っている。
　地点３（地図１の地点３）の「匠の聚」周辺は、山間の日当たりのよい緩斜面にある集
落の最上部に位置する。センター棟内のカフェのテーブルを囲む椅子席からは、見晴らし
がよく、大きな窓越しに周辺の山並みが見える。

地図１　調査地点１の出発点と調査地点２および３の位置
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地図２　「水源地の森」内のガイドエコツアールート
（太線は地点２と折り返し地点をむぶツアールート。下端が地点２で上端が折り返し地点）

Ⅳ　調査フィールドにおける調査対象者の活動状況

　調査日（2014年５月31日土曜日）の調査時の調査対象者の活動状況の概要は以下のとお
りである。
　10時25分の集合時間に、近鉄大和上市駅前に集合した。天候は晴れ。調査対象者14名と
調査員２名、計16名がバスで出発した。
　出発直後の車内で第１回目のアミラーゼ値を測定した。測定の際には、気分と体調につ
いて10段階の自己評価を行う。睡眠不足や集合場所までの長距離移動による疲労がある者、
荷物が重いと感じている調査対象者が数名いた。車内では調査後に簡単な自己紹介を行っ
た。
　「森と水の源流館」に到着した後、ニックネームを記入した名札を参加者、調査員とも
に作成した。続いて、調査員の一人である「森と水の源流館」の職員の指導のもと、参加
者、調査員、インタープリター全員で、自己紹介を兼ねたアイスブレーキングを行った。
様々な種類のボールをバスキャッチしながらニックネームなどを一人ずつ述べていくゲー
ムで、一人ひとりの顔や名前を覚えていった。異なる学年、面識のない参加者が多数いたが、
時間をかけてアイスブレーキングを行うことで少しずつ打ち解けていった。
　再びバスに乗り移動をした。車中、職員から川上村の紹介や生活や過疎の現状、村の自
然などの説明を受けた。
　12時40分、管理棟に到着。トイレはバイオトイレでほとんどの学生が初めての体験であっ
た。日常生活では使用することのない不慣れな環境であることや虫がいたために、バイオ
トイレを使用することに抵抗を感じている学生もいた。
　13時から山之公の河川敷で、各自思い思いの場所で昼食を取った。第２回目のアミラー
ゼ測定、気分、体調の自己評価は、昼食を食べた参加者から順に、13時35分〜14時00分の
間に行った。昼食後は休憩をしたり、さらに奥の方へ散策するなどして食後の時間を過ご
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した。また、各々のスマートフォンで写真撮影をするなど自然とリラックスした雰囲気に
なり、表情は集合時よりも和らぎ、集合時は眠そうにしていた参加者もこの辺りから晴れ
やかな表情になった。また、全参加者の会話活動量が増えていった。
　集合写真撮影とトイレ休憩を挟んだ後の14時過ぎ、「山の神」の祠の前に集合し、マム
シやヒルなどの危険生物について再確認をし、マムシ避けスプレーや服装などのマムシ対
策や準備運動を行い原生林に入る準備を整えた。また、「山の神」に参拝をし安全祈願を行っ
た。
　原生林への散策は２グループに分かれ、14時20分前後に、時間差をつけて出発をした。
それぞれのグループにインタープリターが一人ずつ入る編成をとった。様々な植物の紹介
と森、自然との関係の説明を受けながら奥へと進んだ。
　３時過ぎに両グループがツアーの折り返し地点の「あまごプール」に到着した。参加者
は渓流の水を飲んだり水の冷たさを触察するなど原生林ならではの体験をした。写真撮影
も多く行った。昼食後の自由行動時よりも個人で行動する参加者が少しずつ増えた。16時
５分に全員で集合写真を撮影し、最後に、インタープリターより、木の根が絡み合いそれ
ぞれが支え合い森が生きていること、またそれが人間の社会と同じであるという人間関係
と森との関係の説明を受けた。16時15分に「あまごプール」を出発し、「山の神」へ戻った。
　「山の神」の祠前から宿泊施設の匠の聚（たくみのむら）へは、再びバスで向かった。
宿泊施設に到着し宿泊コテージ棟で休憩をした後、匠の聚のセンター棟で18時30分から時
間をかけて夕食を取った。夕食には、川上村で採れた山菜や川魚なども出された。第３回
目のアミラーゼの測定は、20時から20時25分の間に、夕食をとった同じ場所で行った。
　最後のアミラーゼ測定後は、コテージ棟へ戻り、調査日のスケジュールは終了した。

Ⅴ　結果

１　測定の地点・時刻と測定時の気温および気圧
　調査対象値の測定の地点・時刻と測定時の気温および気圧は表０の通りである。

表０　測定の地点・時刻と気温および気圧
気温 気圧 観測時刻 気温 気圧 観測時刻 気温 気圧 観測時刻
27℃ 995hPa 10：14 32.5 950 13：52 29 975 20：08

測定時刻 10：20〜10：55 13：35〜14：00 20：00〜20：25
測定場所 地点１：バスの中 地点２：山之公の渓流岸 地点３：匠の聚のセンター棟

　三つの調査地点のアミラーゼ値と体調値・気分値は表１から表３のとおりで、地点間の
変化はグラフ１からグラフ３のとおりである。
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表１　測定地点別のアミラーゼ値
参加者仮名 地点１ 地点２ 地点３

A 30 38 46
B 30 23 102
C 35 32 55
D 36 23 40
E 32 39 43
F 57 4 174
G 27 134 157
H 64 77 61
I 57 32 139
J 32 48 46
K 42 56 69
L 21 39 59
M 38 113 49
N 20 32 23
平均 37.21428571 49.28571429 75.92857143

グラフ１　アミラーゼ値の変化
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表２　測定地点別の体調自己評価点
参加者仮名 地点１ 地点２ 地点３

A 5 6 8
B 5 6 8
C 5 6 8
D 8 10 6
E 10 10 10
F 9 10 10
G 6 10 8
H 3 8 9
I 7 8 9
J 4 10 2
K 4 5 3
L 8 7 9
M 3 8 3
N 5 10 5
平均 5.857142857 8.142857143 7

グラフ２　体調自己評価の変化
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表３　測定地点別の気分自己評価点
参加者仮名 地点１ 地点２ 地点３

A 4 8 6
B 4 7 6
C 5 8 8
D 4 10 10
E 1 5 5
F 10 10 9
G 7 10 8
H 3 8 8
I 7 9 7
J 3 9 1
K 5 4 3
L 7 8 8
M 4 9 3
N 4 10 5
平均 4.857142857 8.214285714 6.214285714

グラフ３　気分自己評価の変化
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２　調査地点ごとの測定結果とその相互比較
　「エコツアーと自然公園ガイド」研修の初日における、「水源地の森」でのガイドツアー
を中心プログラムとした１日ツアー（所要時間が約10時間）の集合地点から夕食後の「ふ
りかえり」の時間のはじまりまでの測定結果について、時系列にそってのべる。

（１）地点１（近鉄大和上市駅前）の出発時から地点２（三之公の谷の入口の渓流岸）で
の昼食をまじえた休憩の後の測定時までの間

〔アミラーゼ値〕
　アミラーゼ値は、被験者14名中の５名について下がり、９名について上がった。平均では、
37.2から49.3に上がった（小数点以下の第２数位の数値を四捨五入。以下同じ）。
〔体調値〕
　体調値は、被験者12名について上がり、１名について同じで、１名について下がった。
平均では5.9から8.1に上がった。
〔気分値〕
　気分値は、12名について上がり、１名について同じで、１名について下がった。平均では4.9
から8.2に上がった。

（２）地点２での測定時から地点３（「匠の聚（たくみのむら）」のセンター棟内のカフェ）
での夕会食後の測定時までの間

〔アミラーゼ値〕
　アミラーゼ値は、４名について下がり、10名について上がった。平均では、49.3から75.9
に上がった。
〔体調値〕
　体調値は、６人について上がり、２人について同じで、６人について下がった。平均では、
8.1から７に下がった。
〔気分値〕
　気分値は、上がったのが０人で、同じであったのが５人、下がったのが９人だった。平
均では、8.2から6.2に下がった。

（３）地点１での測定値と地点３（「匠の聚」のセンター棟内のカフェ）での測定値の比較

〔アミラーゼ値〕
　アミラーゼ値が下がったのは１人だけで、他の11人の値はすべて上がった。平均では、
37.2から75.9に上がった。
〔体調値〕
　体調値は、８人について上がり、同じであったのと、下がったのがいずれも３人である。
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平均では、5.9から７に上がった。
〔気分値〕
　気分値は、９人について上がり、１人について同じで、４人について下がった。平均では、
4.9から6.2に上がった。

Ⅵ　考察
　結果とあわせて、時系列にそってのべる。

（１）地点１と地点２の結果について
　地点１は近鉄大和上市駅から「森と水の源流館」までの吉野川沿いの道路を走る貸切マ
クロバスの中であり、静止点ではなく動点である。地点２は原生林である「水源地の森」
内のツアールートの出発点のすぐ横の河原である。地点１から地点２までの移動の途中に、
大和上市から車で約30分の位置にある「森と水の源流館」に立ち寄った。それまでのあい
だに、地点１での測定は終了した。
　「森と水の源流館」では、現地ガイド２名がくわわり、その指導のもとに参加者同士の「う
ちとけ」と相互理解をうながし、グループとしての一体感を生み出すためのグループワー
ク（「アイスブレーキング（日本語にすると「氷こわし」）」と名付けられている種類の小
集団ゲーム）が、「森と水の源流館」の正面入口（２階部分にある）前の広場でおこなわ
れた。
　ツアールートの概況と当日の状態についてはⅢで、ツアー中の活動についてはⅣで説明
している。
〔アミラーゼ値〕
　アミラーゼ値の平均は49.3から75.9へと33.4ポイント上がった。この結果からツアー参加
活動が、ツアーグループの集団レベルでのストレスを大きくする向きで作用したとかんが
えられる。
　地点２はほぼ100パーセント天然の森林環境の中にあり、そこで30分以上滞在してから
アミラーゼ値とその他の調査対象値の測定をおこなった。地点１から地点２への移動の経
路も森林に囲まれた吉野川沿いの道路であった。地点１は、駅前の駐車場・駅舎・商店な
どの人工構造物に囲まれたところから、人工構造物である「森と水の源流館」までのあい
だの車中であった。地点１から地点２への移動は、より深い山間へとすすみ、建造物や舗
装道路などの人工物的環境要素の割合が小さくなり、自然的環境要素である森林や川の割
合が大きくなった。
　森林環境のなかで過ごし、森林浴をすることには人間に「やすらぎ」をあたえる効果が
あることを指摘している文献11がある。「やすらぎ」にはストレスをへらす作用があると筆
者はかんがえる。
　森林環境が「やすらぎ」をもたらすとし、かつ他の作用要因が地点１と地点２において
同一とするならば、地点２におけるストレスは下がるはずである。しかし、集団レベルで
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の結果は、それに反したものとなった。すなわち平均でアミラーゼ値が上がった。
　この結果への森林環境の作用の分析についての仮説的考え方としては次の二つの理念型
が成り立つ。一つは、森林環境によるストレスをへらす効果をこえて、ストレスを大きく
するように作用をする別の要因があったというもので、もう一つは、森林環境そのものが
ストレスを大きくする向きで作用したというものである。これらの考え方は、今回の調査
対象ツアーの過程全体についてあてはまる。
　次に個人レベルでみてみると、５名についてアミラーゼ値が下がり、ストレスが小さく
なる向きで、９名についてアミラーゼ値が上がり、ストレスが大きくなる向きで作用した
とかんがえられる。
〔体調値〕
　体調値の平均値は5.9から8.1へと2.2ポイント上がった。この結果から集団レベルで、ツ
アー参加活動が主観的体調をよくする向きで作用したとかんがえられる。
　この結果の森林環境の作用の分析についての仮説的考え方としては、次の二つの理念型
が成り立つ。一つは、森林環境そのものが体調をよくする向きで作用したという考え方で、
もう一つは、森林環境以外の要因が、体調をよくする向きで作用したという考え方である。
これらは理念型なので、実際としてはこれ二つの組み合わせの可能性もある。これらの考
え方は、今回の調査対象のツアー過程全体についてあてはまる。
　個人レベルでは、12名について、体調値が上がったことからツアー参加活動が主観的体
調をよくする向きで作用したとかんがえられ。また、１名について、体調値が同じであり、
主観的体調を持続させる向きで作用し、１名について、体調値が下がり、主観的体調をわ
るくする向きで作用したとかんがえられる。
〔気分値〕
　気分値の平均は4.9から8.2へと3.3ポイント上がった。この結果から集団レベルで、ツアー
参加活動が気分をよくする向きで作用したとかんがえられる。
　この結果についての森林環境の作用の分析についての仮説的考え方として、体調値の場
合と同様に二つの理念型が成り立つ。これらの考え方は、今回の調査対象のツアー過程全
体についてあてはまる。
　個人レベルでは、12名について、気分値が上がったことからツアー参加活動が気分をよ
くする向きで作用し、１名について、値が同じで、気分を持続させる向きで作用し、１名
について、下がり、気分をわるくする向きで作用したとかんがえられる。

（２）　地点２と地点３の結果について
　「水源地の森」の入口の川原にある地点２から、エコツアールートの折り返し点（「あま
ごプール」と命名されている淵の岸）までを、森林環境と生態系についてのインタープリ
テーション（道案内をしつつの、森林環境についての五感を使っての観察の体験指導と解
説など）をうけつつ往復し、その後、地点３のある複合観光・文化施設「匠の聚」まで往
路と同じ貸し切りマイクロバスで移動した。
　「匠の聚」に到着後、参加者は４棟のコテージにわかれて少し休んでからセンター棟の
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カフェで山菜料理を中心とした地元の食材による食事をした。その後、自由時間を過ごし
てから８時にカフェ（地点３）に再集合し、20時から測定を始め、それが終わってから「ふ
りかえり」の時間をもった。

〔アミラーゼ値〕
　アミラーゼ値の平均は、49.3から75.9へと26.6ポイント上がった。この結果から、集団レ
ベルで、ツアー参加活動がストレスを大きくする向きで作用したとかんがえられる。
　次に個人レベルでみてみる。アミラーゼ値が１名について下がり、11名について上がっ
た。この結果から、ストレスが１名について小さくなる向きで、11名について大きくなる
向きでツアー参加活動が作用したとかんがえられる。
〔体調値〕
　体調値の平均は8.1から7.0へと0.9ポイント下がった。この結果から集団レベルで、ツアー
参加活動が主観的体調をわるくする向きで作用したとかんがえられる。
　個人レベルでは、６名について、体調値が上がったことからツアー参加活動が主観的体
調をよくする向きで作用したとかんがえられる。また、２名について、体調値が同じであり、
主観的体調を持続させる向きで作用し、６名について、体調値が下がり、主観的体調をわ
るくする向きで作用したとかんがえられる。
〔気分値〕
　気分値の平均は8.2から6.2へと2.0ポイント下がった。この結果から集団レベルで、ツアー
参加活動が気分をわるくする向きで作用したとかんがえられる。
　この結果についての森林環境の作用の分析についての仮説的考え方として、体調値の場
合と同様に二つの理念型が成り立つ。
　個人レベルでは、５名について、値が同じで、気分を持続させる作用があり、９名につ
いて、下がり、気分をわるくする向きで作用したとかんがえられえる。

（３）地点１から地点３までの過程全体について
　地点１から地点２をへて地点３へのツアー活動の過程全体について、調査値の変化に注
目して考察する。

〔アミラーゼ値〕
　アミラーゼ値の平均は、地点１から地点２・地点３へと順次上がっていった。このことは、
グループレベルで、ストレスが大きくなりつづけたことを意味する。
　個人レベルでみると、上がりつづけた人は５名で、下がってから上がった人が５名、上
がって下がった人が４名であった。地点１と地点３との比較では、下がった人は１名のみ、
残りの13名全員があがっている。
　地点１から地点２のあいだに着目すると、下がった人が５名で、上がった人が９名であっ
た。
　地点２から地点３については、下がった人が３名で、上がった人が11名であった。
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　これらの結果から、今回の調査対象ツアーへの地点１から地点３までの参加活動には、
全体として大多数の参加者のストレスを大きくする作用があったとかんがえられる。
　今後、グループ特性と個人レベルでの差異（体力や森林環境での活動経験の有無など）
の影響について究明するための調査方法の開発をめざし、森林浴についての文献12におい
て人間に「やすらぎ」をあたえる効果があるとされている森林環境が、なぜ今回のツアー
グループの参加者のストレスを大きくする向きで作用したのかについての分析をこころみ
たい。
〔体調値〕
　体調値の平均は、地点１から地点２のあいだで一旦上がり、地点２から地点３のあいだ
で下がっている。地点３の値は、地点１の値より高い。
　この結果から、グループレベルでは、ツアーへの参加活動が全体として、主観的体調を
よくする向きで作用したとかんがえられる。
　個人レベルでは、順次上がりつづけた人が５名で、地点２までに最高点の10に上がり、
地点３においても最高点であった人が１名で、すべての地点で最高点の10であった人が１
名、地点２で上がり地点３で下がった人が６名、地点２で下がり地点３で上がった人が１
名であった。地点１と地点３のあいだでは、上がった人が８名で、同じであった人が３名、
下がった人が３名であった。
　地点１と地点２のあいだに着目すると、上がった人が12名で、最高点の10が持続した人
が１名で、下がった人が１名のみで、その「下がり」の値は８から７への１ポイントであっ
た。
　また、地点２から地点３のあいだに着目すると、上がった人が６名、同じであった人が
２名、下がった人が６名であった。この区間の活動の作用を個人レベルでみた場合には、
主観的体調をよくする場合とわるくする場合が同じ頻度であったことがわかる。
　今後、地点２で上がり、地点３で下がった人の場合の気分値を下げる要因について（た
とえば活動にともなう「疲れ」によるという仮説をたてて）分析するための調査方法を開
発したい。
〔気分値〕
　気分値の平均は、地点１から地点２のあいだで一旦上がり、地点２から地点３のあいだ
で下がっている。地点３の値は、地点１の値より高い。この変化の形は、体調値の場合と
同一である。
　この結果から、グループレベルでは、ツアーへの参加活動が全体として、気分をよくす
る向きで作用したとかんがえられる。
　個人レベルでは、地点２で上がり、その上がった状態が地点３でも同一の高さで持続し
ていた人が５名、地点３で下がった人が７名、地点１で最高点の10で、地点２でも最高点
を持続し、地点３で下がった人が１名で、下がり続けた人が１名であった。
　地点１と地点２のあいだに着目すると、上がった人が13名で、最高点の10が持続した人
が１名で、下がった人が０名であった。
　この結果と上の集団レベルの結果の両方により、地点１から地点２までの活動は、ツアー
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グループに対しても、個々のツアー参加者に対しても気分をよくする、または気分の「よい」
状態を持続する向きで作用するとかんがえられる。
　また、地点２と地点３のあいだに着目すると、気分値が上がった人は０名である。同じ
であった人は４名で、下がった人は10名であった。
　この結果から、地点２と地点３のあいだの活動は、個人レベルでは、地点２の気分の状
態を持続または下げる向きで作用するとかんがえられる。
　今後、気分値を下げる要因について（たとえば活動による「疲れ」によるという仮説を
たてて）分析するための調査方法を開発したい。
〔総合的考察〕
　集団レベルで、地点１を基点にして地点２および地点３での値をくらべると、ストレス
が大きくなっているにもかかわらす、気分と主観的体調のいずれもがよくなっているとか
んがえられる。
　この結果から、今回の調査対象ツアーにおいては、参加にともなうストレスが、集団レ
ベルで、気分や主観的体調をわるくするような作用はしなかったとかんがえられる。
　次に、区間を限定し、地点１から地点２の変化に着目して、個人レベルでのストレスと
気分および主観的体調との関係をみてみる。
　気分との関係では、ストレスが小さくなった５名のなかの４名の気分がよくなり、１人
については最高点の10が持続し、気分が「よくなる」ないし「よい」が持続することとス
トレスが少なくなることとが両立する関係になっている。　ストレスが大きくなった９名
についてみてみると、８人がよくなり、１人がわるくなった。主観的体調は、12名につい
てよくなり、１名についてわるくなり、１名について最高レベルを維持している。ストレ
スが小さくなったのは、体調がよくなった12名の内の５名で、残りの９名についてはいず
れもストレスが大きくなっている。
　地点２から地点３のあいだについてはすでにみたように気分がよくなった人は０人で、
２地点で同じだった人が３名で、残りの11名の気分はわるくなっている。主観的体調はよ
くなった場合とわるくなった場合が同じ頻度であった。
　気分と主観的体調値について、地点１と地点２のあいだの変化と地点２から地点３への
変化をくらべると、集団レベルで、いずれも値が地点１から地点２で上がり、地点１から
地点２で下がっている。この要因として、それぞれの区間での活動による負荷のちがいを
仮説としてかんがえることができる。
　ちなみに、地点１での測定から地点２の測定までの活動は、アイスブレーキングのグルー
プワークが一つと、マイクロバスによる移動、昼食と川原で「ゆっくり」する活動であり、
心身への負荷がかかる作用が多少ありそうな設定プログラムは、アイスブレーキングのた
めのグループワークのみであった。これにたいして、地点２での測定から地点３での測定
までの活動は、「水源地の森」の渓流ぞいの山道での２時間ほどの歩行がともなうもので、
地点２での測定までの活動とくらべて運動量が多く、それにともなう身体的な負荷がくわ
わるとかんがえられる。また、歩行ルートには、足を踏みはずせば谷側に滑落する可能性
が高い危険個所がいくつもあり、精神的な負荷も同様にくわわるとかんがえられる。これ
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らの活動条件のちがいが一つの要因になって、上の二つの過程のあいだでの測定値の変化
のちがいが生じたと筆者は仮説的にかんがえている。この考えにもとづくと、「水源地の森」
の森林環境そのもののツアー参加者への作用を、その他の要因（身体的活動による負荷な
ど）による影響をできるだけすくなくして、より直接的にみきわめるには、地点１と地点
２での変化に着目するのがより適切であるといえる。
　そして、この立場で、地点１と地点２のあいだについて考察すると、森林環境要素のし
める割合いが徐々に高くなる経路を移動し、渓流が身近にある森林環境にはいり、その環
境のなかで昼食をとり「ゆっくり」するエコツアー規模の参加人数のグループ（大型団体
旅行ではなく、おたがいの呼び名を覚えて言葉をかわしあえる規模のエコサイズなグルー
プ）でのエコツアー活動は、参加者の気分をよくし、その主観的体調をよくする向きで作
用するという考えにいたる。上の地点１と地点２のあいだの変化の再現性について、１年
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